
 

 

 

 

 

 

令和 ８ 年 ６月定例会  一般質問 
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中城村議会 
 

 

 



受付番号        １１１１            

令和８年 ５月１１日 10 時 29 分 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

大城 常良 1､犯罪被害者

等支援条例

の制定を 

① 令和7年6月議会で同条例の制定を提案しました。答

弁では助言を受け検討したいとの答えでしたが、令

和8年3月議会での同条例の制定を提起した小橋川議

員の質問に対し、アドバイザー等利用して進めてい

くとの答弁でしたが、その後の進捗状況を伺います 

 

② 現在、県内で制定した市町村の状況はどうか。 

村長 

2､再犯防止推

進計画の策定

は 

① 令和7年9月議会で提案した再犯防止推進計画の策定

については、令和9年地域福祉計画の見直しを合め一体

的に行っていくとの答弁でしたが、策定に向けての進

捗状況を伺います 

 

② 県内において策定済みの市町村は何か所あるか。 

村長 

3､指定ゴミ袋

の安定供給

は 

①  中東情勢の悪化により、原油を原料とする有機溶

剤(シンナー等)が不足し、様々な問題が発生して

います。県内市町村ではゴミ袋が品薄になり対策

を行っている所もあるが、村内の現状及び今後の

供給に支障が出る恐れはないか、伺います。 

村長 

4、教育行政に

ついて 

① 新しく教育長に就任された宮平教育長の教育方針に

ついて所信を伺います 

 

② 村内、小・中学校では平和学習が多く行われていま

すが、平和について教育長の所見を伺います 

 

③小・中学校建設の進捗状況について伺います。 

 

 

教育長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、教育長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



受付番号        2222            

令和 8年 5月 22 日 11 時 57 分 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

安里 清市 1､PFAS 問題 ①令和 8年 4月以後の村の検査体制を伺います。 

②令和 5～7年度の検査場所ごとの検査値を伺います。 

③県企業局から水道水を購入していることから PFAS の混

入していない浄水を求める県への働きかけはなされまし

たか。 

④活性炭の取り換え等の費用が水道料金に上乗せされるよ

うな報道があります。上乗せする事に対する見解を伺い

ます。 

⑤多数の村民が PFAS の混入しない水を有料で求めている

状況があります。浄水を買える世帯と買えない世帯の差

ができています。水の安全に対して不平等があってはな

らないと思います。このような状況に対する村長の見解

と村民の不安払しょくに向けた見解を伺います。 

村長 

 

2､セグロウ

リミエ蔓延

防止対策 

 

①直近の村内の状況を伺います。  

②セグロウリミバエの害による村農業における損害額の試

算はありますか。 

③農業委員の皆様の活用はされたのか。移動の制限や消毒・

廃棄の措置・テックス版の設置など村としてできる対応

はされましたか。 

④県の不妊虫化事業は村内でも行われていますか。 

⑤県と連絡調整を図り早期の根絶を求めたい。根絶に向け

た村の今後の対応を伺います。 

村長 

3､ふるさと

納税の税収

増を図る 

①納税額アップに向けて全庁的に取り組むとの姿勢が示さ

れていますが、新しい取り組みが開始されましたか。 

②村外にお住いの知人、友人、親戚の方など関係者向けに

ダイレクメールで協力のお願いができませんか。その場

合、封書の作成は村費で行い、差出人の署名とあて先の

表書きを村民各自にお願いします。 

③村の中長期財政計画の中では税収の増に向けて、ふるさ

と納税制度の活用が大きく取り上げられております。令和

8 年度において大きな伸びが示されるよう期待したいと思

います。税収アップに向けた村長の見解を伺います。    

村長 

4､農村公園

の遊具整備 

新垣の農村公園の遊具に関して、使用禁止のテープが張ら

れました。 

①禁止措置の根拠を伺います。 

②使用禁止テープを貼る際に自治会長への連絡はなかった

と聞いています。どのような手続きがなされましたか。 

③使用禁止になっている遊具の早期の撤去を求めたいと思

います。現在の遊具の撤去時期と新しい遊具の早期の設

置時期を伺います。 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



受付番号        ３３３３            

令和８年５月２５日 11 時 45 分 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

金城 章 1,道路行政に

ついて 

① 西原バイパス中城区域について 

イ、西原バイパス中城区域の進捗状況は。 

ロ、道路隣地傾斜地の面積と距離はどうか。 

ハ、両側傾斜地にての計画の距離はどうか。 

ニ、現状の国道は雑草が茂り景観も悪く通行にも支障を

きたしているが完成後の新設道路の西原バイパス中

城地域においても懸念されるがどうか。 

ト、道路完成後の除草は年間何回計画しているか｡ 

 

② 久場前浜原線国道 329 号線出入口の信号機設置の進

捗はどうか｡ 

 

③安里中央線国道 329 号線出入口センサー信号機設置

はどうか。 

村長 

 

2,小中学校建

設について 

① 両小学校の進捗状況はどうか｡ 

② 中城小学校の運動場周辺の緑化計画はどうか｡ 

③ 新中学校建設においての予算額はどうか｡ 

④ 周辺地区整備の計画と安里区民への説明会の考え

はあるか。 

 

教育長 

3,学校教育に

ついて 

① 教育長の教育方針を伺う。 

 

教育長 

4,中城城跡共

同管理協議会

と観光協会に

ついて 

① 北中城村と中城村両村管理協議会の見直しの考え

はあるか。 

② 両村の観光協会に城跡管理の考えはあるか。 

③ 先月 5 月 20 日に北中城村との「ちょーでー村」協

定締結を行ったが今後どのような事を一緒に取り

組む考えか。 

④ 県営中城公園整備について、今年度の計画と中城村

としての取組みはどうか。 

 

 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



受付番号        ４４４４            

令和８年５月２８日７時 53 分 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

小橋川恵美 １，学校給食無

償化に伴う給

食の質の確保

について 

学校給食の無償化は、子育て世帯の経済的負担軽減につ

ながる重要な施策であり、高く評価するものである一方

で、無償化の実施に伴い、食材費や献立内容、地場産品

の活用など、給食の質が低下しないよう十分な配慮が必

要である。そこで、以下について伺う。 

 

① 学校給食無償化に伴う財政負担について、村はどの

ように見込んでいるか。 

 

② 無償化後も、給食の栄養バランスや献立内容、食材

の品質を維持するため、どのような取り組みを行う

のか。 

 

③ 物価高騰が続く中、食材費の上昇に対し、どのよう

に対応していく考えか。 

 

村長 

教育長 

２，平和学習に

ついて 

6 月 23 日の「慰霊の日」は、沖縄戦で犠牲となった多

くの命を追悼し、平和の尊さを改めて考える重要な日で

ある。戦争体験者の高齢化が進む中、次世代へ平和の記

憶を継承していくため、学校における平和学習の充実は

重要である。本村における平和教育の取組について伺

う。 

 

① 本村小中学校における平和学習の実施状況につい

て伺う。（授業内容、実施時期、フィールドワーク等） 

 

② 沖縄戦や地域の戦争体験を学ぶため、地域の戦跡や

証言者等を活用した学習はどのように行われてい

るか伺う。 

 

③ 「慰霊の日」に関連した学校での取組内容について

伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

村長 

教育長 



 

3，母子手帳ア

プリ導入につ

いて 

本村において母子手帳アプリの導入が予定されている

と聞いている。妊娠期から出産・子育て期まで切れ目の

ない支援を行う観点から、導入目的や運用内容について

以下伺う。 

 

① 母子手帳アプリ導入の目的と期待される効果につ

いて伺う。 

  

② アプリの主な機能及び利用方法について伺う。 

 

③ 個人情報保護やデジタル利用が困難な家庭への対

応について伺う 

 

村長 

4，集中豪雨時

における河川

氾濫・冠水対策

について 

5 月 23 日夜、沖縄本島中部地域に線状降水帯が発生し、

本村においても短時間で激しい降雨が続いたことによ

り、道路冠水や排水路の氾濫、住宅地周辺の浸水等が発

生した。 

過去の議会においても、排水路への土砂堆積や河川氾濫

対策、しゅんせつ作業、砂防対策の必要性について議論

されてきたが、近年の豪雨災害の激甚化を踏まえ、改め

て村の対応状況について伺う。 

 

① 5 月 23 日の集中豪雨における村内の冠水・浸水被害

の発生状況について伺う。 

 

② 冠水及び浸水が発生した主な原因について、村はど

のように分析しているか伺う。  

 

③ 河川・排水路・側溝等の土砂堆積や排水能力不足に

ついて、点検及びしゅんせつの実施状況を伺う。 

 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



受付番号        5555            

令和８年５月２８日 9時 23 分 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

玉那覇 登 1､国道 329

号 線 か ら

県 営 中 城

団 地 に 登

る 階 段 に

ついて 

国道 329 号線から県営中城団地に登る階段は、隣接する開発工

事のため土砂崩れで崩落の危険性があり通行止めが１年以上続

いている。その間、津覇小学校に通う児童や中学校生、社会人

など奥間砂販売の交差点を迂回して倍以上の時間や動力を使っ

ていた。現在は建築物も建っているが、階段の再開に向けて伺

います。 

 

① 土砂崩れの発生の原因についての分析は 

 

② 現在の状況と再開時期は 

 

③ 関係機関との連携は 

村長 

 

2､国道 329

号 線 津 覇

バ ス 停 か

ら の 避 難

路 に つ い

て 

 

国道 329 号線津覇バス停から山側に上がる避難路は側溝の落下

や手摺りが落ちている箇所などあり、危険な状態であるため、

津覇小学校の避難訓練では使用されていない状況である。そこ

で何点か伺います。 

 

① 現在の村の対応は 

 

② 避難路はいつ整備されたか 

 

③ 整備の予算は 

 

 

 

 

村長 

3 ､急傾斜

地 崩 壊 の

危 険 防 止

対 策 に つ

いて 

国道 329 号線沿い津覇小学校北側の何戸数の裏山は中城村地域

防災計画（平成 25年策定、平成 27年修正）で急傾斜地指定、

土砂災害防止法施行令第二条基準該当区域になっている。その

裏山と住宅裏側の側溝（Ｕ字型コルゲート管）が山側からの土

圧の影響と思われるが現在ほぼ隙間がない状態である。大雨や、

台風時など土砂崩れや住宅への水の氾濫が心配されます。早急

な対応をお願いしたい。 

 

① 現在の対応は 

 

② 今後の対応は 

 

 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



受付番号        6666            

令和８年５月２８日９時 41 分 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

新垣 修 1、「ちょーでー

村」協定に寄

せて 

 

 

 

中城村・北中城村による「ちょーでー村」包括連携協定が、5 月

20 日「ちょーでー」の聖地とも言える世界遺産 中城城跡 にお

いて締結されました。この日に向けご尽力された両村の行政関係

者並びに担当職員の皆様に敬意を表します。加えて、両村議会議

員や商工会関係者の皆様が参加されたことも、大変意義深いもの

と感じております。 

一方で、地域を代表する自治会関係者や観光協会職員等の参加が

見受けられなかったことについては、少し残念な思いもいたしま

した。「ちょーでー」という言葉には、これまでの垣根やわだか

まりを乗り越え、互いを支え合う精神が込められているものと理

解しております。今後は、両村の文化・歴史の絆を再認識すると

ともに、行政間の連携はもとより、議員同士の相互理解と協力を

深め、政策・事業の両面から歩調を合わせた取組が進むことで、

両村の総合的な発展につながることを期待しております。そこで

伺います。 

今回の締結式において、参加人数や参加対象に一定の制限等があ

ったのかお聞かせください。また、 

今後、両村の村民にとって有益となる具体的な共同事業や連携施

策について、現時点で検討されている内容がありましたらお聞か

せください。 

 

村長 

2、春・秋の一斉

清掃等の地域環

境美化活動と学

校行事の日程調

整 

本村では、春・秋の一斉清掃や CGC 運動など、地域住民や自治会協

力の下、環境美化活動が推進されております。しかしながら、今回

の春の一斉清掃の日に学校行事が重なったことで、一部地域では

若い世代や PTA 世代の参加が難しくなり、参加人数に影響が見ら

れました。 

地域では自治会加入率の低下や高齢化も進んでおり、今後は若い

世代を含めた地域参加の促進や、行政部局と教育部局の連携によ

る行事日程の共有・調整がより重要になると考えます。 

そこで、地域環境美化活動への参加促進と、行政・教育双方の連携

体制について伺います。 

 

1・本村における春・秋の一斉清掃及び CGC 運動などの地域環境美

化活動について、行政としてどのような位置づけと目的で推進し

ているのか伺います 

2・春の一斉清掃の日程と学校行事が重複したことについて、行政

部局及び教育部局はどのように認識しているのか、日程調整につ

いて、庁内会議及び年間行事の情報共有や調整体制は整っていな

かったのか伺います。 

3・自治会活動において高齢化が進む中、若い世代や子育て世代に

も地域活動へ参加していただけるよう、今後どのような取り組み

を考えているのか伺います。 

村長 

 教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 



 

3、ゴミ袋変更に

伴う防鳥対策強

化 

ナフサ問題に伴うビニール原材料不足を受け、本村において村指

定ごみ袋を期間限定で変更する迅速な対応は、住民生活への影響

や不安の軽減につながるものとして高く評価いたします。 

一方で、これまでの半透明袋から印字のない「カラー袋」へ変更さ

れることで、カラスによるごみあさり被害の増加を懸念する。住民

が安心してごみ出しを行える環境を維持するため、防鳥対策や注

意喚起の強化について伺う。 

 

1・燃えるごみ袋がピンク色へ変更されることで、これまで以上に

カラス被害へ遭いやすくなるのではと、懸念します。これ迄の被害

等について寄せられた件数やカラー袋使用に対しての認識と 

住民に対しネット使用やごみ出し時間の徹底など、これまで以上

の防鳥対策について注意喚起を行う必要性について伺います。 

2・現在の村指定ごみ袋の在庫状況はどのようになっているか。ま

た、期間限定で導入される新たなごみ袋について、住民への販売開

始時期および供給体制はどのように予定されているか伺う。 

 

 村長 

4、中学生を対象

とした自転車安

全運転教育 

 

令和 8 年 4 月 1 日より、自転車利用者に対する交通反則通告制度、

いわゆる「青切符制度」が導入され、自転車運転においても交通ル

ールの遵守がこれまで以上に厳しく求められております。 

特に中学生・高校生世代は、自転車を通学や日常生活で利用する機

会が多く、ながらスマホ運転、一時停止違反、逆走など、重大事故

につながる危険行為への注意喚起と交通安全教育の充実が重要で

あると考えます。 

また、自転車事故は加害者にも被害者にもなり得ることから、交通

ルールやマナーを早い段階から正しく学ぶ機会を設ける必要があ

ると感じます。そこで伺います。 

 

１．教育委員会として、現在、中学生を対象にどのような自転車交

通安全教育を実施しているのか伺います。 

２．令和 8 年 4 月から施行された自転車青切符制度について、生

徒及び保護者へ周知啓発を行っているのか伺います。 

３．今後、学校・警察署・交通安全協会等の関係機関と連携し、中

学生を対象とした実践的な自転車安全運転講習会や交通ルール指

導を実施の必要性について伺います。 

 

教育長 

（注) １ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



受付番号        7777            

令和８年５月２８日９時 56 分 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

屋良 照枝 1,安全な登下

校を守るため

に 

津覇小学校前の歩道橋について６月から補修点検修

理が２月まで作業がかかわることを聞きました登下

校の児童の安全面が大変心配しております。当局の

見解を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

村長 

教育長 

2,本村の治

安状況は 

最近の事件報道における強盗、殺人 宜野湾署から

の地域住民への不審者、強盗、落書きと本村の治安が

悪くなっております何か対策を講じておりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

村長 

3,護佐丸バ

スの進捗状

況 

護佐丸バスの運行拡大、ルー トの見直し等進捗はそ

の後ありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村長 

（注) １ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



受付番号        ８８８８            

令和８年５月２８日 12 時 23 分 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

新垣 博正 1, 中 城 村

の 特 性 を

活 か し た

新 た な 観

光・産業振

興 策 に つ

いて 

 

(1) 中城ダム（中城公園内）の環境再生と水辺の利活用につい

て 

中城公園内位置する「中城ダム（貯水池）」は、本村の貴重

な水辺空間でありながら、現在はススキ等の雑草が生い茂り、

水面への接近が困難であるばかりか、ホテイアオイ等の外来

植物の繁殖による水質悪化、更には安全面・防災上のリスクも

懸念される。この現状を打破し、観光・産業資源として蘇らせ

るべきと考えるが、以下の点について当局の見解を伺う。 

 

① 現在の雑草及び外来植物の繁殖状況、安全管理上の課題を

どの様に認識しているか。 

② 国（環境省・国土交通省等）の「特定外来生物防除等対策

事業」や「緊急浚渫推進事業」等の補助メニューを活用し、

環境再生や浚渫を進める考えはあるか。 

③ 中城公園の指定管理者や民間事業者、水利権者、地域住民

等々と連携し、外来種の堆肥化（農業利用）や親水空間と

しての利活用を進めることに対する村長の見解を伺う。 

 

(2)伝統文化「琉球競馬（ンマハラセー）」を活かした観光振興・

地域活性化について 

沖縄の伝統的な馬術文化である「琉球競馬（ンマハラセー）」

は、速さではなく走る美しさを競う独特の文化であり、近年

「沖縄こどもの国」等での復活イベントが多くの注目を集め

ております。中城村には世界遺産・中城城跡、県営中城公園な

ど歴史と広大な空間という強みがある。これを新たな観光コ

ンテンツ及び伝統文化の継承の軸として活用すべきと考える

が、以下の点について伺う。 

 

① 村内の観光振興において、沖縄の伝統馬文化である「琉球

競馬」を取り入れることの可能性と意義について当局の認

識を伺う。 

② 世界遺産・中城城跡の周辺の既存資産を活用し、琉球競馬

の再現イベントや、在来馬（宮古馬・与那国馬等）とのふ

れあいを通じた「歴史・文化体験型観光」を開催する考え

はあるか。 

③ 去った５月２０日に分村８０年目の節目の年に北中城村

と「ちょーでー村」協定締結式を行いました。両村の連携

の目玉として「馬の走るちょーでー村」をブランディング

していくことへの見解を伺う 

 

 

 

 

 

 

村長 

教育長 

 



 

2.行政・住

民 参 画 に

よる「（仮

称）ふれあ

い ガ ー デ

ン（市民農

園）」の開

設と、農を

通 じ た 地

域 コ ミ ュ

ニ テ ィ 活

性 化 に つ

いて 

 

近年、本村においては新興住宅地の開発に伴う人口流入が

ある一方で、既存集落の高齢化や、地域活動への希薄化、更に

は「耕作放棄地」の発生などが課題となっております。これか

らの地域社会には、子どもからお年寄り、そして新旧住民が自

然に交わり、孤立を防ぐ「サードプレイス（第３の居場所）」

が必要です。そこで、単に行政が区画を区切って貸出する従来

型の市民農園ではなく、計画・整備の段階から行政と住民が協

働でつくりあげる「（仮称）ふれあいガーデン」の創設を提案

します。これは、農作業を通じた健康増進や多世代交流だけで

なく、循環型社会を学ぶ環境教育などの目的を加味した取組

になると考えます。「住民参画型のふれあいガーデン」の実現

に向け、村長の基本認識と今後の取り組みについて以下、質問

いたします。 

 

（1） 先進事例や住民からの潜在的ニーズ（土に触れたい、

家庭菜園をしたい等）について、当局はどう把握され

ていますか。 

 

（2）公共空き地や耕作放棄地の有効活用について 

  耕作可能な土地の確保について調査する考えはあるか。 

 

（3）この取り組みは農業振興だけでなく福祉・健康増進、防

災、環境教育等々多角的なメリットがあります。緩やか

に部局横断的に意見調整する考えはないか、見解を伺い

ます。 

 

村長 

教育長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



受付番号        9999            

令和８年５月２８日 16 時 38 分 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

石原 昌雄 1,南上原土地

区画整理事業

の進捗につい

て 

土地区画整理事業も終盤を迎え換地処分の業務の内容等

について伺う。 

 

① 土地建物の登記や住居表示変更はいつごろになるか 

② 清算金の徴収・交付はいつごろになるか 

③ 事業完了に伴う記念誌や記念碑の設置はいつごろに 

なるか 

④ 事業が進まないのはなぜか 完了の時期はいつか 

村長 

2,自治会活動

と公民館活性

化について 

本村は全国的にも人口増加をしている村であり、今や

22,800 人余となっている。21 自治会の発展こそ中城村が

目指す住みたい村住み続けたい村に繋がります。そこで

伺う。 

 

① 自治会活動活性化補助金の 3年間の実績はどうか 

② 自治会活動活性化補助金を2か年ローテーシヨンに見

直しできないか 

③ 自治会運営補助金の交付要綱と査定の具体的方法は

どうか 

④  一般コミュニテイー助成事業の 5 年間の実績はどう

なっているか 

⑤  自主防災組織の育成の取り組みはどうか 

⑥  自主防災組織の資材購入や訓練実施の具体的な取り

組みはどうか 

⑦  各宇公民館の利用促進の支援は出来るか 

村長 

3,空き家封策

と家屋評価に

ついて 

全国的にも空き家空敷地の取り組みが始まっており本村

のおいてもその必要性について伺う 

 

① 今後も空き家実態調査は予定されますか 

② 法定空き家とだれも住んでいない空き家の把握は出

来ますか 

③ 空き家に関する相談窓口の設置は出来ますか 

④ 長年にわたり住んでいない家屋の課税評価の見直し

はどの様になっていますか 

⑤村内の住宅需要に関し空き家斡旋や既存宅地活用など

の取り組みを民間の機関と連携できないか 

村長 

4,村長の重点

施策について 

① 麻乃村長の一丁目一番地の施策はあるか 

② 一丁目一番地以外の施策はどのような順で取り組ん

でいくのか 

 

 

村長 

（注) １ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



受付番号        10101010            

令和 8年 5月 29 日 4 時 29 分 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

桃原 清 1､「ちょーで

ー村」協定締

結の件 

① 中城村と北中城村は、5 月 20 日「ちょーでー村」包括

連携協定の締結を行っているが、その件は新聞紙上に

よると、今後は、イベントなどの事業や職員、住民の交

流、教育、文化、福祉、防災、人材育成など幅広い分野

での連携を模索する。とあるが、今現在、予定している

協同の事業があるか、伺います。 

② 以前、議会の一般質問の中で、ある議員より、両村の観

光協会を合併させて、一つの観光協会にしてはどうか。

との質問があったが、それについては、再度の質問と

し、進める事はできないか、伺います。 

村長 

 

2､交通対策

の件 

 

① 北上原の坂田線で一部、幅員の狭い箇所があり、その場

所は拡幅工事が予定されているはずだが、その進捗状

況について伺います。 

② その幅員の狭い場所では、道路の両側に大きな木があ

り、枝が道路にせり出しています。ダンプカー等、大型

車輛が通るときにサイドミラーに枝が当たり、危険な

状況にあります。 

樹木の伐採等、早急に対応出来ないか伺います。 

③ 津覇小学校前歩道橋塗装塗替え工事が、今年度始まり

ます。 

工事期間中は、歩道橋が使用出来なくなるが、その期間

中の安全対策について、予定があれば伺います。 

村長 

教育長 

3､不法投棄

ゴミの回収

の件 

① 高速道路側道の南伸線には多くの不法投棄ゴミがあ

る。    

大型の一般廃棄物や産業廃棄物等あり、村当局で対応

出来ないか伺う。    

村長 

4､大型 MICE

施設整備の

件 

① 県は今年に入り、MICE 施設とホテル施設の整備を別々

に事業を進める等、新たな事業展開を進めています。 

サンライズ協議会でも令和８年度に会議等行なわれた

のか、どういう内容であったか伺います。 

村長 

5、施政方針

の産業振興

の件 

① 村長は、施政方針の産業振興の中の特産品開発につい

て、地域らしさを大切にした特産品開発を目指し、農

協、商工会、漁協、生産者、地元事業者と連携し、地域

一体となった推進体制づくりに取り組むとあるが、実

際にどの様な団体が、どの様な特産品を開発する等、具

体的に説明出来る様な案件があるか、伺います。 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



受付番号        11111111            

令和 8年 5月 29 日 10 時 42 分 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

新垣 貞則 1,村内の施設

整備 

① 吉の浦発電所の導流溝(泊側)は、流末排水路容量が

少ない為に、大雨時には、毎回、国道 329 号沿いは

氾濫するが対策は 

② 村道久場区画 3号周辺道路は、大雨時には、排水路

から水が溢れて、区民の日常生活に不便をきたして

いるが対策は。 

③ 久場地区農地保全 1号線「久場～泊まで 1,280m」あ

るが 80m 未整備ですが、課題解決する取組みは。 

④ 都市建設課は、村道・農道の草刈り作業を 9名で整

備しているが、9 名では、厳しい現状です。増員す

る考えは。 

⑤ 登又の普天間川沿い道路は、区民の車が往来してい

るが転落防止策が倒壊して危険です。転落防止柵設

置取組みは。 

⑥ 子供達が健やかな成長できるように環境を整える

必要がある、中城村児童の遊び場・危険箇所等の整

備の取組みは。 

 

 

 

村長 

 

2,吉の浦公園

の施設整備 

① 吉の浦公園の護岸は、浜側は、木や雑草が大きくな

っているが、村民から、綺麗にしてほしと要請があ

るが対策は。 

② 村民の健康づくりを図る為に、ウォーキングコース

の距離表示が消えているが、距離表示する考えは。 

③ 村民体育館バスケットリングが壊れている対策は。

体育館は老朽化して雨漏りするが、今後の体育館建

設計画は。 

 

 

教育長 

3,総合型スポ

ーツクラブを

通じて地域活

性化を図る 

① 中城村コミュニティークラブの令和7年度までの活

動内容は。令和 8年は、予算計上されていない理由

について伺います。 

② スポーツ振興くじ理事長宛てに助成金の申請書類

内容と総合型スポーツクラブを通して地域活性化

を図る取組みは。 

 

 

 

教育長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



受付番号        11112222            

令和 8年 5月 29 日 10 時 45 分 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

新垣 善功 1､行政診断

の委託につ

いて 

① 現在の本村の職員数は、正規職員数が 140 名、会計

年度任用職員 180 名で村政運営されていますが、県

内の自治体において人口 1,000 人当たりの正規職員

の割合は少ない現状である。その為職員１人１人に

対する業務量の負担が大きく近年は病休者や休職

者、中途退職者が出ていることは危惧されます。 

近年は若年層の中途退職が出ており早急な人員不足

の解消が重要かと思われます。そこで客観的な視点

から業務改善や組織運営の提案する民間コンサルタ

ント業者に委託して、行政診断を実施すべきと考え

ますが説明を求めます。 

村長 

 

2､ハラスメ

ント防止に

ついて 

 

① 本村の役場内でのハラスメントについて、これまで

の事案発生状況及びハラスメントの防止に向けた管

理監督者及び職員双方に対する「研修 教育」を実施

したことはあるのか説明を求めます。 

村長 

 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



受付番号        11113333            

令和 8年 5月 29 日 11 時 24 分 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

仲松 正敏 1､文化行政

について 

① 文化協会の自主公演「護佐丸の響き」が昨年の 11 月

30 日に第３回を実施されました。 

今後、文化協会への支援についてどのような考えが

あるか。 

 

 

② 地域に埋もれた伝統芸能を復活させ、文化活動を推

進し、地域の活性化を進める考えはないか。 

村長 

教育長 

2､学校給食

における地

産地消の取

り組みにつ

いて 

 

① 児童生徒が食に関する知識や地域食材への理解を深

め食育を推進するためにも、コーディネーターの役

割は非常に重要だと考えます。コーディネーターは、

どのような仕事をされているのか内容を伺います。 

 

 

② 地産地消事業を推進するためにも、産業振興課や生

産農家との連携を図る必要があると思うが、どのよ

うな取り組みをされているのか伺います。 

村長 

教育長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 


